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◆高齢者の健康福祉◆ 

■介護保険制度のしくみ■ 

◎制度の概要 
介護保険は介護や支援を必要とする状態になったときに、保険サービスを利用して自立

した生活ができるよう、高齢者の介護を国民全体で支えることを目的とした制度です。 

問合せ先  県庁健康福祉部高齢者福祉課介護保険制度班 

電話    043(223)2387・2446 

◎介護支援専門員（ケアマネジャー） 

資格 要介護者等が自立した日常生活を営むのに必要な援助に関する専門的知識及び技術

を有するものとして介護支援専門員証の交付を受けたものをいい、要介護者等からの

相談に応じ、その心身の状況等に応じた適切なサービスを利用できるよう、ケアプラ

ンの作成や、市町村、サービス事業者その他地域の社会資源等との連絡調整等を行う

者です。 

資格要件 介護支援専門員になるには、 

１「介護支援専門員実務研修受講試験」に合格した後、 

２「介護支援専門員実務研修」を受講し、修了の上、その後３ヶ月以内に介護支援専

門員名簿に登録し、 

３「介護支援専門員証」の交付を受けることが必要です。 

＜介護支援専門員実務研修受講試験＞とは 

受験資格 保健・医療・福祉分野の有資格者などで 5 年以上かつ 900 日以上の実務経

験を有する者 

試験内容 介護支援専門員の業務に必要な専門知識（介護保険制度、要介護認定、居宅 

サービス計画等に関する専門知識等） 

実施主体 千葉県 

指定実施機関 （福）千葉県社会福祉協議会 

＜介護支援専門員実務研修＞とは 

受講資格 介護支援専門員実務研修受講試験合格者 

研修内容 介護支援専門員の業務に関する講義・演習等を主体とする実務的な研修  

８７時間以上及び実習 

実施主体 千葉県 

指定実施機関 （福）千葉県社会福祉協議会 

問合せ先 同上 福祉サービス事業部 介護支援専門員養成担当 

電話   043(204)1610 
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◎介護サービス計画（ケアプラン） 

介護サービスの利用に際し、要介護者等の希望及び利用者について解決すべき課題を把

握し、最も適切なサービスの組み合わせについて検討の上、作成される具体的なサービス

提供計画のことをいいます。 

介護保険制度では、サービスを総合的かつ効率的に提供する観点から、介護サービス計

画を作成してサービスを受けることを基本としています。 

◎低所得者に対する介護保険サービス利用者負担軽減対策事業 

介護保険では、訪問介護等のサービスを受けた場合には、原則として介護サービス費用

の１割（一定以上の所得の者は 2 割・又は３割）の利用料を利用者が負担しますが、一定

の条件を満たす低所得者については利用者負担額が軽減されます。 

１ 障害者ホームヘルプサービス利用者に対する支援措置 

対象者 

障害者総合支援法によるホームヘルプサービスの利用において境界層該当として定

率負担額が 0 円となっている者であって、平成 18 年 4 月 1 日以降に次のいずれか

に該当することとなったもの。 

ア 65 歳到達以前のおおむね一年間に障害者施策によるホームヘルプサービスを

利用していた者であって、65歳に到達したことで介護保険の対象となったもの。 

イ 特定疾病によって生じた身体上又は精神上の障害が原因で、要介護又は要支援

の状態となった 40 歳から 64 歳までの者。 

対象となるサービス （訪問介護等） 

申請手続 

市町村に訪問介護利用者負担額減額認定証の交付申請を行ってください。 

利用者は、減額認定証を訪問介護事業者に提示することで、利用者負担額が全額免

除されます。 

２ 社会福祉法人等による生計困難者等に対する介護保険サービスに係る利用者負担額

の減免 

対象者 市町村民税非課税世帯であって、生計困難と市町村が認めた者及び生活保護

受給者 

対象となるサービス 訪問介護、通所介護、短期入所生活介護、指定介護老人福祉施

設（特別養護老人ホーム）における施設サービス 等 

申請手続 

市町村に対し、確認証の交付申請を行ってください。利用者負担額の減免を行う社

会福祉法人等は、認定証を提示した利用者については、確認証の内容に基づき利用者

負担額を減免します。 

減免の程度は、利用者負担の 4 分の 1 軽減が原則です。 
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■高齢者のための生活支援■ 

◎生活支援ハウス運営事業 

指定通所介護事業所等に併設された居住部門において、独立して生活することに不安の

ある高齢者の方に、介護、交流の場などを総合的に提供することにより、高齢者が安心し

て健康で明るい生活を送れるよう支援するものです。 

対象者    60 歳以上のひとり暮らしの方、夫婦のみの世帯に属する方及び家族に

よる援助を受けることが困難な方であって、高齢等のため独立して生活す

ることに不安のある方 

費 用    利用者は、収入による一定の居住部門利用料の他、光熱水費、食費など

の生活費を負担します。 

問合せ先     直接、市役所・町村役場の高齢者福祉担当課にお申込みください。 

なお、未実施の市町村もありますので、詳しくは市役所・町村役場高齢者

福祉担当課にお問い合わせください。 

 

生活支援ハウス一覧はこちら（高齢者福祉課ホームページへ） 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/fukushishisetsu/shienhausu.html 

 

■高齢者の生きがいづくり■ 

◎老人クラブ 

高齢者が仲間づくりを通して、生活を豊かにするための活動を行うとともに、その知識

や経験を生かして、地域を豊かにする社会活動に取り組み、明るい長寿社会づくりを目指

している会員組織の団体です。 

組  織 老人クラブを組織するには、次のような要件が必要です。 

１ 会員数がおおむね 30 人以上とする。 

２ 会員の年齢はおおむね 60 歳以上とする。ただし、60 歳未満の会員の加入を妨

げるものではありません。 

３ 会員は同じ小地域内に居住するものとすること。 

４ クラブの運営は、会員により自主的に行われること。 

５ クラブの活動費にあてるため、会費を徴収すること。 

６ クラブの活動は、年間を通じて恒常的かつ計画的に行われ、相当数の会員が常時

参加すること。 

活動内容 社会奉仕活動、生きがいを高めるための活動、健康づくり活動を行うととも

に、地域社会との交流を図っています。 

会  費 それぞれのクラブによって自主的に決定されます。 

入会相談 各市役所・町村役場又は各クラブで行っています。 
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老人クラブについてのお問い合わせはこちら（高齢者福祉課ホームページへ） 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/shien/roujinclub/index.html 

◎生涯大学校 

高齢者等に社会環境の変化に順応した能力を再開発するための学習の機会を提供するこ

とにより、高齢者自らが社会活動に参加することによる生きがいの効用に資すること及び

高齢者が福祉施設、学校等におけるボランティア活動、自治会の活動その他の地域におけ

る活動の担い手となることを促進することを目的に千葉県生涯大学校を設置しています。 

入学資格 県内に住所を有する５５歳以上の方 

定員及び修業年限 

 健康・生活学部             

 地域ささえあいコース          ３４０名  ２年間（週１回） 

 千葉ふるさとづくりコース        １７０名  ２年間（週１回） 

 ふるさとささえあいコース        ２２０名  ２年間（週１回） 

 園芸まちづくりコース          ３５０名  ２年間（週１回） 

 陶芸ボランティアコース         １８０名  ２年間（週１回） 

 地域活動専攻科             １００名  １年間（週１回） 

   なお、地域活動専攻科は健康・生活学部を卒業した方、地域活動学部を卒業した

方、及び市町村から推薦を受けた方が対象となります。 

入学金・授業料 

 入学金 無料 

 授業料 地域ささえあいコース       年額 １６，４００円 

     千葉ふるさとづくりコース     年額 １６，４００円 

     ふるさとささえあいコース     年額 １６，４００円 

     園芸まちづくりコース       年額 ３３，３００円 

     陶芸ボランティアコース      年額 ３３，３００円 

     地域活動専攻科          年額 １６，４００円 

 なお、授業料のほかに教材費等の負担があります。 

 

問合せ先 千葉県生涯大学校事務局 

〒260-0801 千葉市中央区仁戸名町 666-2 

電話   043(266)4705 

千葉県生涯大学校の学校案内はこちら（高齢者福祉課ホームページへ） 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/jinzai/shougaidaigaku/index.html  

◎老人福祉センター 

高齢者が健康で明るい生活を送ることができるように、生活や健康などの各種相談に応

じるとともに、健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための便宜を図る施設で

す。 



88 
 

事業内容 

１ 各種相談（生活相談・健康相談） 

２ 生産及び就労の指導 

３ 機能回復訓練の実施 

４ レクリエーション等の実施 

 

利用料 原則として無料ですが、必要により、わずかながら費用を徴収する場合があり

ます。 

申 込 市町村が設置する施設で受け付けています。 

◎老人憩の家 

老人憩の家は、市町村の地域において、高齢者に対し、教養の向上、レクリエーション

等のための場を提供し、高齢者の心身の健康の増進を図ることを目的とする施設です。 

利用者 原則として 60 歳以上の方 

料 金 原則として無料です。 

申 込 市町村が設置する施設に直接お申し込みください。 

◎シルバー人材センター 

「シルバー人材センター」は、定年退職者等の高齢者（60 歳以上）が、「自主・自

立、共働・共助」の理念のもとに、地域社会でその経験を活かしつつ働くことを通じて

生きがいを得るとともに、社会に貢献することを主たる目的として、自主的に参加し組

織する公益性・公共性を有する団体で、概ね市町村ごとに１つのセンターが設置されて

います。 

地域の事業所や家庭から、高齢者のライフスタイルに合わせた「臨時的」、「短期的」、

｢軽易｣な仕事を引き受け、これを希望する会員に提供するとともに、就業やボランティ

ア活動、レクリエーション活動等を通じて、高齢者の健康で生きがいのある生活の実現

を支援しています。 

 

問合せ先 

（公社）千葉県シルバー人材センター連合会 

電話 043(227)5112  FAX 043(227)5197 

◎明るい長寿社会づくり推進機構 

豊かで活力ある長寿社会の実現をめざして、（福）千葉県社会福祉協議会において各種の

事業を行っています。 

業務内容 

１ 生きがい健康づくり事業 

全国健康福祉祭（ねんりんピック）参加 

２ 指導者育成事業 
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３ 仲間づくり支援事業 

所在地 〒260-8508 千葉市中央区千葉港 4-5 千葉県社会福祉センター内 

電話  043(245)2208 

 

■高齢者のための施設■ 

◎特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 

日常生活に常時介護が必要であって、自宅では介護が困難な方が利用できます。食事、

入浴、排泄などの日常生活の介護や健康管理が受けられます。 

入所要件 原則要介護３以上の方 

費  用 

１ 介護サービス費用の自己負担分 

２ 食費及び居住費（所得により減免有り） 

３ その他の利用料（日用品費、教養娯楽費、理美容代等）実費相当額 

問合せ先 各施設にお問い合わせください。 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/fukushishisetsu/tokubetsuyougo/index.html 

◎介護老人保健施設 

要介護者に対し、施設サービス計画に基づいて、看護、医学的管理下における介護及び

機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を行うことを目的とする施設です。 

通常当該施設において、上記の入所サービスの他に在宅サービスとして短期間施設に入

所する短期入所療養介護及び当該施設に通い必要なリハビリテーションを行う通所リハビ

リテーションが実施されております。 

対象者 病状安定期により、入院加療する必要はないが、リハビリテーション、看護、

介護を中心とした医療ケアを必要とする要介護者。 

サービスの内容 

1 離床期又は歩行期のリハビリテーション 

2 日常生活動作訓練 

3 体位変換、清拭、食事の世話、入浴等の看護・介護サービス 

4 比較的安定した病状に対する診察、投薬、注射、検査、処置等の医療ケア 

5 理髪等個人的な世話、教養娯楽等の催し等の日常サービスなど 

 

問合せ先 直接施設に申し込まれるか、最寄りの町村役場の高齢者福祉担当か、市又は 

区の福祉事務所にお問い合わせください。  

◎養護老人ホーム 

環境上の理由及び経済上の理由により居宅において養護を受けることが困難な高齢者を

入所措置する施設です。 
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入所要件 次の環境等の要件と経済的要件の両方を満たす 65 歳以上の方 

1 環境等の要件 

(1)心身上の障害のため日常生活を送ることが困難であるか、世話してくれる方がい

ないこと 

(2)家族などの折り合いが悪く高齢者の心身を害すること 

(3)住むところがない、又は住まいがあっても極めて環境が悪いこと 

(4)その他、家族や住居の状況など、現在置かれている環境下では、在宅において生

活することが困難であると認められること 

2 経済的要件 

(1)高齢者のいる世帯が生活保護を受けていること 

(2)その世帯の生計中心者に対する市町村民税の所得割が非課税であること 

(3)災害などのため、当該６５歳以上の者の属する世帯の生活が困窮していると認め 

られること 

費 用 入所者本人の前年の収入に応じて費用が徴収されます 

扶養義務者については、入所者に係る措置費の範囲内において前年度分の課税

状況に応じて費用が徴収されます 

問合せ先 各市又は区の福祉事務所・町村役場にお問い合わせください。 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/fukushishisetsu/yougo.html 

◎軽費老人ホーム（ケアハウス・A 型） 

身体機能の低下や高齢のため自炊ができない、独立して生活することに不安がある方が

利用できます。入浴や食事の提供、緊急時の対応などのサービスが受けられます。軽費老

人ホーム A 型は軽費老人ホーム（ケアハウス）と設備基準が異なり、居室面積は狭くなり

ますが、利用料はより安価に設定されています。 

入所要件 60 歳以上の方（夫婦などで入所の場合、どちらか 60 歳以上） 

費  用 生活費（食費・光熱水費等）は全額自己負担 

居住費（賃料）は、軽費老人ホーム（ケアハウス）では全額自己負担、軽費

老人ホーム（A 型）ではなし 

サービス提供費（人件費等）は入所者の収入に応じて負担 

問合せ先 各施設にお問い合わせください。 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/fukushishisetsu/keihi.html 

◎有料老人ホーム 

「高齢者に配慮された集合住宅」に「食事や介護等の各種サービス機能」がついたもの

で、介護が必要な方も、必要のない方も選ぶことができる住まいの一つです。 

大きく、「介護付」「住宅型」「健康型」の３類型に分類され、「介護付」のホームは介護

保険事業者の指定を受けて、ホームが提供する介護サービスに介護保険が使えるようにな

りました。また、「住宅型」ホームにおいては外部の在宅サービスを利用し、介護保険を使

った介護サービスを受けることができます。 
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費用 ホームで独自に利用料金を定めており、家賃相当額等の全部又は一部を前払金と

して一括して支払う方式と、前払金を支払わず家賃相当額等を毎月支払う方式があ

ります。 

問合せ先 各施設にお問い合わせください。 

URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/fukushishisetsu/yuuryou-annai/index.html 

◎サービス付き高齢者向け住宅 

 一定以上の居室面積、バリアフリー構造であるとともに、台所、水洗便所、収納設備、

洗面設備、浴室を備え、ケアの専門家による状況把握サービス及び生活相談サービスを提

供する高齢者向けの賃貸住宅です。（サービスは他に介護・医療・生活支援サービスが提供

される場合がありますが住宅ごとに異なります。） 

 

 入居資格  

1 単身高齢者世帯 

2 高齢者＋同居者（配偶者、60 歳以上の親族、要介護・要支援認定を受けている親族） 

  ※「高齢者」とは 60 歳以上の者又は要介護・要支援認定を受けている者 

 費  用 敷金、家賃、共益費、サービスの対価（権利金などはありません。） 

 問合せ先 各住宅にお問い合わせください。 

 登録情報の閲覧 ＵＲＬ: https://www.satsuki-jutaku.mlit.go.jp/index.php 
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■高齢者のための予防接種■ 

◎定期予防接種 

予防接種法による定期の予防接種は下記のとおりです。 

費用は市町村が負担しますが、一部自己負担がある場合があります。 

詳しくは、お住まいの市町村にお問い合わせください。 

 

対象疾病 

（ワクチン） 

接種方法 

対象年齢 回数 

インフルエンザ 

65 歳以上 

60～65 歳未満で厚生労働省令の定

める機能障害を有する者 

１回/年 

高齢者肺炎球菌感染症 

65 歳の者 

60～6５歳未満で厚生労働省令の定

める機能障害を有する者 

１回 

新型コロナウイルス感染症 

65 歳以上 

60～65 歳未満で厚生労働省令の定

める機能障害を有する者 

１回/年 

帯状疱疹 

65 歳の者 

60～6５歳未満で厚生労働省令の 

定める機能障害を有する者 

※令和７年４月１日から令和１２年

３月３１日までの間、７０歳、７５

歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５

歳及び１００歳の者も対象となる。 

※令和７年４月１日から令和８年３

月３１日までは１００歳以上の者も

対象となる。 

・乾燥弱毒生水痘

ワクチンを使用

する場合 

１回 

・乾燥組換え帯状

疱疹ワクチンを

使用する場合 

２回 

 


